
【全校集会・校長講話】令和元年６月１８日 

 今から９年前、６月１８日は本校の野外活動の２日目でした。みなさんの先輩である「西野花

菜さん」は、野外教育活動として行われた三ケ日青年の家でのカッターボート訓練中の事故で、

尊い命を落としてしまいました。 

今日は、何よりも、先生たちが花菜さんのことやその事故のことを絶対に忘れない、安全につ

いては万全を期していくことを確認する日です。その一方で、みなさんも、自転車の乗り方や校

内での安全について注意を受けることもありますね。安全にかかわることではみなさんの意識の

高まりや協力が必要だということで、みなさんにもいのちの大切さを考えてもらう日となってい

ます。この行事は、豊橋市内すべての小中学校で行っています。 

 さて、毎年、校庭に掲揚する旗を紹介します。これは、花菜さんの好きな色、菜の花の黄色の

旗で、花菜さんが野外活動のしおりの表紙に描いた絵です。そこには、自然から学ぶ、協力の大

切さを学ぶという意味で、生徒たちとカッターボートが描かれています。「夢があるっていい」。

という言葉は、花菜さんが野外活動１日目の夜の研修会で、しおりに綴ったものです。この言葉

には「私はこの同級生の活躍をみたい。」という続きがあります。花菜さんは、仲間の活躍を期待

する学年のリーダーでありました。さらにときどきご病気をされたお母さんを思ってか、「自分の

夢は医者だ。」と記していました。志の高い花菜さんなら、きっと、立派な医者になったことでし

ょう。この事故は、そんな花菜さんの夢を一瞬で奪い去ってしまいました。 

この、黄色い旗は、三つあり、三ケ日青年の家と運営会社であった小学館集英社にもあります。

今日は、それぞれの場所でも追悼の行事が行われ、この旗が掲げられます。三ケ日青年の家では、

今でも行事のたびにこの旗が掲げられています。また、今日みなさんが歌う「未来（あした）へ」

は、当時の家庭科の先生が花菜さんを忘れないための何かを残したいという思いで作られたもの

です。この歌は、三ケ日青年の家での追悼行事の中で三ケ日中学の生徒も毎年歌っています。 

このほかにも、「忘れない」ために目に触れることができるものが用意されています。一つは章

武館の西側にあるハナミズキの木です。もう一つは花菜文庫です。花菜文庫の本は西野さんのご

両親から寄付していただいており、今年いただいた「えんとつ町のプペル」という本で５４１冊

目になります。このほかに、吹奏楽部が演奏する曲の楽譜を１４曲分いただいています。 

今年は、保健委員会が、「『まあいっか』そんな一瞬、大後悔」～けがを防ぐために意識して生

活しよう～というテーマで、ヒヤリハットの紹介に取り組んでくれています。ハインリッヒの法

則では、１つの重大事故の背景には２９の軽微な事故があり、その背景には３００のヒヤリハッ

トがあると言われています。ヒヤリハットを警告としてとらえ、大きな事故はもちろん、軽微な

事故も防いでいきたいと思います。 

 今日は、いのちを考える道徳の授業、そして、西野花菜先輩を追悼するバルーンリリースを実

施します。午後からは、三ケ日青年の家の今の所長、城田 守 さんから「大切ないのちのお話」

として講演をしていただきます。みなさんが下校した後は、何がなんでも先生がみなさんの命を

守り抜くという研修として「自然体験活動の取り組みについて」という題で改めて城田さんの先

生の話をうかがいます。 

 今日は、花菜さんのことを静かに思い、かけがえのない命の大切さ、また、家族や友達、周り

の人の命を大切にするためになすべきことを考える一日となることを期待して、わたしからの話

とします。今日は、よろしくお願いします。 


